
社会福祉法人西条市社会福祉協議会
職員被服等貸与規程
（目的）

第１条　この規程は、職員の職務上必要な被服等の貸与について、必要な事項を定めることを目的とする。
（職員の定義）
第２条　この規程における「職員」とは、社会福祉法人西条市社会福祉協議会職員就業規則第２条、社会福祉法人西条市社会福祉協議会臨時・嘱託職員就業規則第２条及び社会福祉法人西条市社会福祉協議会非常勤職員就業規則第２条において規定する者とする。

（貸与する職員の範囲、貸与品、貸与期間等）

第３条　被服等（以下「貸与品」という。）を貸与する職員の範囲、貸与する貸与品の種類、数量及び貸与期間は、別表第１の定めるところによる。

２　前項の貸与品の種類、貸与品の数量、貸与期間は、破損傷の度合及び適応性等を考慮し、変更することができる。

３　この規程に定める貸与期間は、月計算とする。

（貸与品の取扱い）

第４条　貸与品の貸与を受けた者（以下「被貸与者」という。）は、貸与品を貸与の目的以外に使用し、又は処分をしてはならない。

２　被貸与者は、貸与品をき損し、又は亡失しないよう注意し、貸与品をき損し、又は汚損したときは、これを補修し、又は洗浄しなければならない。

（経費の負担）

第５条　被貸与者は、貸与品の使用及び保管に当たって通常必要とする費用を負担しなければならない。ただし、特別な事由があるときはこの限りでない。

（貸与品の亡失の届出等）

第６条　被貸与者は、貸与品を亡失し、又は使用に耐えない程度に破損したときは、貸与品亡失・破損報告書を会長に提出しなければならない。

（貸与期間）

第７条　貸与品の貸与時期は、異動により異なる種類の貸与品の貸与を受けることとなる場合又は新規採用職員が貸与品の貸与を受けることとなる場合には、速やかに貸与し、新品をもって行うものとする。ただし、都合により再貸与品を貸与することができる。

（貸与品の返納及び支給）

第８条　被貸与者が次の各号の一に該当する場合は、速やかに貸与品を返納しなければならない。ただし、会長が必要ないと認めた場合は、この限りでない。
（１） 退職したとき

（２） 異動した場合に異動前に受けた貸与品が異動後には貸与されないことになり、かつ、当該貸与品の貸与期間が満了してないとき

２　貸与期間の満了した貸与品は、被貸与者に支給することができる。ただし、事務局長が貸与品が当分の間使用することができると認めた場合は、貸与期間を延長するものとする。

（着用義務）

第９条　被貸与者は、貸与品の目的とする業務に従事するときは、常にその貸与品を着用しなければならない。

（共用被服）

第10条　会長は、業務上必要な共用の被服等（以下「共用貸与品」という。）として、第３条に規定する貸与品以外の共用貸与品を備えておくことができる。

２　共用貸与品の種類及び数量については会長が別に定める。

３　第4条、第5条及び第6条の規定は、共用貸与品について準用する。

（貸与品台帳）

第11条　事務局長は、貸与品台帳を備え付け、常に被服等の貸与の状況を明らかにしておかなければならない。

２　貸与品台帳は、貸与品の保管証を兼ねるものとし、事務局長が管理する。

（その他）

第12条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。

附　　則

１　この規程は、平成16年11月1日から施行する。
附　　則

１　この規程は、平成31年 4月1日から施行する。
別表１（第３条関係）

	対象職員
	区分
	種別
	貸与品目
	数量
	期間

	介護支援専門員
	夏
	作業衣
	ポロシャツ　又はＴシャツ
	２
	３年

	
	冬
	作業衣
	トレーナー
	２
	３年

	ホームヘルパー等
	夏
	作業衣
	ポロシャツ　又はＴシャツ
	２
	３年

	
	冬
	作業衣
	トレーナー
	２
	３年

	デイサービス職員等
	夏
	作業衣
	ポロシャツ　又はＴシャツ
	２
	３年

	
	
	作業衣
	ジャージ（下）
	１
	３年

	
	冬
	作業衣
	トレーナー
	２
	３年

	
	
	作業衣
	ジャージ（下）
	１
	３年

	児童発達支援センター職員
	夏
	作業衣
	ポロシャツ又はＴシャツ
	２
	３年

	
	
	作業衣
	ジャージ（下）
	１
	３年

	
	冬
	作業衣
	トレーナー
	２
	３年

	
	
	作業衣
	ジャージ（下）
	１
	３年
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